
息四界学

の
意
志
と
期
待
を
裏
切
る
」
も
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
今
後
の
発
展
方
向
へ
の
問
題
提
趨
と
し
て
、
市
畏

の
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
又
総

説
と
各
論
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
総
説
を
各
論
へ
の

導
入
と
い
う
観
点
で
執
筆
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
沼

津
の
将
来
を
展
望
す
る
意
味
で
そ
の
発
展
の
あ
と
を

た
ど
る
と
い
う
観
点
が
要
求
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
か
か
る
立
場
に
立
っ
て
叙
述
す
る
こ
と
の

困
難
さ
を
十
分
承
知
の
上
で
か
く
い
う
の
は
、
断
謂

地
方
史
の
あ
り
方
が
、
市
罠
と
の
つ
な
が
り
の
上
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
も

深
刻
に
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
カ

ら
で
あ
る
。

　
以
上
墾
蜀
の
言
を
の
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

か
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
書
の
価
値
は
い
さ
さ
か
も

そ
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
本
誌
の
編
纂
に
た

ず
さ
わ
れ
た
諸
氏
に
深
い
敬
慧
を
表
す
る
と
と
も

に
、
沼
津
市
の
発
展
を
祈
っ
て
紹
介
の
筆
を
お
ぎ
た

い
。
（
A
5
判
六
四
〇
頁
昭
和
三
＋
六
年
三
月

沼
津
市
憺
行
〈
全
三
巻
〉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
　
秀
三
郎
）

学
界
消
息

史
学
研
究
会
関
係

昭
和
三
六
年
度
史
学
研
究
会
大
会

　
一
一
月
一
日
（
水
）
、
一
一
月
二
日
（
木
）

　
　
第
一
日
見
学
会
は
、
予
定
通
り
天
理
図
需
館
．

　
　
岡
参
考
館
を
見
学
し
、
帰
途
奈
良
国
立
博
物
館

　
　
で
闘
催
中
の
正
倉
院
展
を
追
加
見
学
し
た
。
特

　
　
に
天
理
参
考
餓
は
、
講
師
梅
原
末
治
氏
の
懇
切

　
　
な
解
説
の
も
と
に
、
見
学
し
た
。

　
　
第
二
日
総
会
及
び
大
会
は
、
午
後
一
時
よ
り
京

　
　
都
大
学
楽
友
会
館
に
て
開
催
し
た
。
総
会
は
、

　
　
織
義
理
嘉
長
代
理
よ
り
、
会
計
・
会
務
の
報
告

　
　
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
昨
年
度
総
会
の
決
議
に
藤

　
　
つ
く
財
団
編
入
改
組
の
件
の
経
過
報
告
が
行
な

　
　
わ
れ
た
。
な
お
財
団
法
人
改
組
の
件
は
、
昭
和

　
　
三
五
年
＝
一
月
二
三
日
付
で
設
立
許
可
申
諮
…
を

　
　
文
部
省
に
提
出
し
、
現
在
審
夢
中
で
あ
る
。
公

　
　
開
講
演
は
、
早
稲
田
大
学
教
授
松
田
寿
男
氏
、

　
　
大
阪
甫
立
大
学
教
授
渡
辺
久
雄
氏
に
よ
り
、
次

　
　
の
演
題
で
行
な
わ
れ
た
。
，

　
古
代
日
本
の
水
銀
文
化
　
　
　
　
　
松
田
　
寿
男

　
　
i
中
国
水
銀
鉱
業
史
研
究
序
説
1
－
…

　
河
系
の
文
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
久
雄

　
　
－
一
わ
が
岡
古
代
に
お
け
る

　
　
　
　
土
地
開
拓
を
中
心
と
し
て
i

史
学
研
究
会
一
二
月
例
会

　
十
二
月
二
途
（
土
）
　
於
京
大
陳
列
館
第
二
教
室

　
和
泉
市
史
資
料
調
査
報
告
　
　
　
　
三
浦
　
圭
一

　
パ
リ
島
の
農
村
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）
　
石
川
　
栄
吉

国
史
関
係

読
史
会
秋
季
大
会

　
　
一
月
三
臼
（
祝
）
　
於
京
大
文
学
部
第
一
教
室

　
郡
司
子
弟
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
田
　
香
融

　
別
の
実
体
に
関
す
る
試
論
　
　
　
　
上
田
　
正
昭

　
近
世
後
期
の
地
主
経
済
　
　
　
　
　
宮
下
癸
智
子

幕
藩
体
県
史
研
究
の
課
題
　
　
　
　
藤
野

京
都
の
爾
学
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
肉
本

写
楽
と
北
斉
　
　
　
　
　
三
・
叩

国
粋
保
存
主
義
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
本

仏
公
使
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
交
書
に
つ
い
て

式
口
註
釈
書
に
つ
い
て
　
　
　
　
池
内

鷺
本
文
化
に
お
け
る
伝
授
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
藤

越
前
地
方
の
古
文
書
　
　
　
　
　
　
小
葉
濁

彰四
英郎保

又
久

義沢
資周

　直
淳幹
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三
殿
伝
説
に
つ
い
　
　
　
　
　
　
肥
後
　
和
男

　
な
お
～
終
了
一
理
、
　
午
後
穴
時
よ
り
東
山
燕
壮
に
お
い
て

　
懇
親
会
を
麗
き
、
約
五
〇
名
が
参
会
し
た
。

日
本
史
研
究
会
大
会

　
　
　
　
　
　
於
立
命
館
大
学
　
清
心
館

　
《
彌
別
研
究
発
表
》
　
一
一
月
　
同
旨
（
土
）

　
中
世
に
お
け
る
村
の
成
立
と
名
　
　
荘
重
　
　
進

　
譜
代
小
藩
々
翻
史
の
諸
問
題
　
　
佐
々
木
潤
之
介

　
　
－
諏
訪
藩
を
素
材
に
1

　
日
本
反
帝
同
盟
運
動
の
問
題
点
　
　
石
井
金
一
部

　
東
ア
ジ
ア
史
に
お
け
る
四
・
五
世
紀
の

　
日
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
闘
　
生
大

　
　
　
帰
化
人
に
つ
い
て
の
一
考
二
一

《
共
同
研
究
報
告
》
　
二
月
一
九
臼
（
日
）

　
共
通
テ
ー
マ
「
現
代
に
お
け
る
歴
史
像
の
再
構
成
一

　
前
篇
代
の
部
〈
日
本
封
建
制
の
史
酌
特
質
〉

　
中
世
社
会
の
農
民
　
　
　
　
　
　
　
大
出
　
喬
平

　
幕
藩
領
憲
的
土
地
所
有
の
成
立
　
　
朝
尾
　
藏
弘

　
（
補
足
報
皆
）
疑
本
宵
代
の
都
衛
と
農
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
代
史
部
会

　
近
代
の
部
〈
日
本
帝
圏
主
義
と
中
国
革
命
〉

　
島
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
成
立
の
諸
晶
嗣
提
　
江
口
　
圭
一

　
（
補
足
報
告
）
中
国
革
命
と
臼
本
外
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
嬬
爾

　
　
　
東
洋
史
関
係

東
洋
史
談
話
会
大
会
　
｛
一
月
三
日
　
午
前
九
時

　
　
　
　
　
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
講
堂

余
齢
臣
の
滅
教
義
軍
に
つ
い
て
　
　
小
野

辛
亥
革
命
前
後
の
鵬
翼
問
題
　
　
　
渡
辺

中
華
革
命
党
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
　
寺
広

漢
代
の
郡
県
制
変
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
井

天
宝
以
前
に
於
け
る
唐
の
軍
糧
政
策

映

雄惇
揺
爾

直
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
野
開
三
鄭

　
楊
切
懸
を
め
ぐ
る
二
三
の
問
題
　
　
河
内
　
良
弘

　
突
蕨
棄
ロ
ー
マ
初
期
交
渉
史
の
一
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
曝
　
吟
風

　
明
、
代
江
南
の
糧
長
に
つ
い
て
　
　
　
小
山
　
正
明

　
伯
夷
列
揖
に
お
げ
る
夷
斉
説
話
の
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
徳
男

　
中
国
古
刑
法
、
こ
と
に
春
秋
公
羊
学
の

　
刑
法
理
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
井
田
　
陞

　
唐
代
折
衝
府
交
書
に
つ
い
て
　
　
　
臼
比
野
丈
夫

京
都
大
学
旧
湖
大
学
院
会
例
会

　
九
月
九
日
（
土
）
　
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
陳
列
餓
会
議
室

　
明
代
監
生
の
仕
官
に
つ
い
て
　
　
　
谷
　
　
光
隆

京
都
大
学
新
鋼
大
学
院
会
例
会

九
月
一
五
臼
（
金
）
午
前
一
〇
時
　
陳
列
館
演
習
室

山
鰻
商
人
を
通
じ
て
見
た
誌
代
商
業
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狭
間
　
直
樹

九
月
二
九
日
（
金
）
午
後
黙
時
　
楽
友
会
館

牛
李
の
党
争
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繭
波
　
　
護

一
〇
月
六
B
（
金
）
午
後
五
時
　
楽
友
会
館

慧
超
往
五
天
竺
圃
伝
を
読
ん
で
　
　
小
谷
　
紳
男

～
○
月
二
七
日
（
金
）
午
後
五
時

ジ
ュ
ン
ガ
ル
勃
興
史

一
一
月
一
〇
日
（
金
）
午
後
五
蒔

明
代
恰
密
王
家
考

一
　
月
瓢
四
日
（
金
）
午
後
五
時

神
戸
屋

若
松
　
　
寛

楽
友
会
館

永
元
　
寿
典

楽
友
会
館

　
『
東
洋
史
研
究
』
第
二
〇
巻
二
号
千
三
会

費
都
大
会
人
文
科
学
研
究
所
開
所
記
念
公
關
講
演

　
一
一
月
一
一
隅
（
土
）
午
後
一
時
　
本
館
講
裳

　
西
域
仏
教
美
術
管
見
　
　
　
　
　
　
長
広
　
敏
雄

　
　
　
西
洋
史
関
係

繭
洋
史
読
書
会
大
会

　
一
一
月
三
艮
（
祝
）
　
於
京
大
楽
友
会
館

　
エ
フ
ォ
ロ
イ
に
つ
い
て
　
　
　
　
二
村
裕
一
鄭

　
ゴ
ル
テ
ユ
ン
の
法
典
に
お
け
る
女
子
糧
続
権
の

　
位
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
藤
　
貞
夫

　
　
i
ズ
’
く
’
＜
姦
冨
淳
。
。
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
t
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学界消息
　
ぐ
ぎ
旨
6
0
貯
ヨ
会
談
　
　
　
　
　
長
友
栄
三
郎

　
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
対
ロ
ー
岬
、
政
策
　
粟
山
　
義
信

　
　
1
そ
の
断
絶
の
時
点
を
め
ぐ
っ
て
一

　
十
六
世
加
肥
末
一
十
七
世
個
麗
初
の
ホ
β
ー
プ

　
関
係
諸
法
令
に
つ
い
て
　
　
　
　

石
戸
谷
重
郎

　
啓
苗
駅
田
心
紹
心
に
お
け
る
ヒ
ュ
ウ
マ
ニ
ズ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孟
＋
嵐
久
仁
平

　
屑
．
ぐ
○
鯵
シ
ニ
タ
イ
ン
の
自
治
思
想
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
康
畑
　
隆
介

　
三
月
革
命
期
に
お
け
る
ド
イ
ソ
統
一
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
、
1
　
　
　
　
　
鼠
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薯
D
月
　
　
　
　
、
轟

　
ゲ
ル
ヴ
ィ
ヌ
ス
と
ド
イ
ツ
自
由
主
義
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
代
田
　
寛

　
ブ
ラ
ゴ
エ
フ
団
の
性
格
に
つ
い
て
　
倉
晦
　
　
繁

　
東
プ
ロ
イ
セ
ン
州
に
お
け
る
農
業
労
働
力
の

　
存
在
形
態
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
幹
雄

　
ド
ル
外
交
の
形
成
と
米
国
源
二
束
政
策
の
転
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
　
章

　
ラ
ソ
ド
ル
フ
一
族
と
ア
メ
リ
カ
鞭
琳
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
津
　
　
晃

　
　
　
地
理
学
關
係

昭
和
三
七
年
人
文
地
理
学
会
大
会

　
十
「
月
三
省
（
祝
（
於
京
都
大
学
文
学
部
研
究
発
表

　
通
勤
現
象
に
お
け
る
大
都
市
圏
の
地
域
関
係

　
1
大
阪
を
例
と
し
て
一
　
　
茨
木

購
買
圏
の
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野

熊
本
県
桑
園
地
帯
に
お
け
る
分
布
並
び
に

競
合
と
共
存
　
　
　
　
　
　
大
追

　久
元重

輝
通

近
代
鉱
山
町
の
形
成
　
　
　
　
　
　
刀
臨

鉱
山
周
辺
農
村
に
お
け
る
農
業
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野

喜
界
島
の
村
落
　
　
　
　
　
　
　
　
池
野

沖
縄
に
お
け
る
耕
地
分
散
　
　
　
　
浮
田

静
岡
県
に
お
け
る
農
業
集
落
の

地
域
的
展
開
．
　
　
　
　
　
　
　
　
細
井
　
淳
壱

　
一
農
山
漁
村
集
落
に
関
す
る

　
　
　
人
交
地
理
的
研
究
－
l
I
（
予
報
）

水
稲
生
産
力
の
地
域
性
に
関
す
る
研
究

（
第
一
報
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
本
千
枝
子

出
稼
押
農
村
の
生
能
…
と
織
翫
遣
　
　
　
　
末
尾
　
興
行

　
一
1
編
井
県
南
条
郡
無
識
を
例
に
と
っ
て
！
l
i

天
嶽
　
川
下
流
の
河
騨
地
形
と
土
地
利
欄

（
予
報
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
籠
瀬
　
良
明

0
9
ご
℃
欝
箒
）
・
日
。
蔓
鵠
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂典　通

良茂博

北
ハ
同
調
査
：
八
重
出
鮮
島
の
地
理
学
的
研
究

（
第
一
報
）

　
ω
経
済
構
造
の
一
断
面
　
中
村
泰
三
・
富
井
隆

　
②
交
逓
逓
信
構
造
　
　
　
　
　
　
山
岸
和
一
郎

　
③
村
落
の
社
会
構
造
　
　
武
岡
輝
行
・
栂
書
重

　
ω
村
落
の
形
態
と
住
艦
を
め
ぐ
る
請
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
本
　
尚
次

南
西
諸
島
に
お
け
る
居
住
様
式
の
研
究
ω

　
－
民
家
形
式
の
概
況
報
告
一
…

　
　
　
　
　
　
小
川
　
徹
・
林
　
宏
・
早
瀬
哲
恒

沖
縄
群
島
久
米
島
に
お
け
る
脱
掛
型
式
の
諸
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卦
口
　
　
　
肘
猷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
一
1
　
　
　
　
　
f

郡
地
名
と
上
代
の
郡
衙
　
　
　
　
足
利
健
亮

　
地
名
議
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
中
　
友
次

　
古
代
ロ
ー
マ
に
お
け
る
　
イ
ン
ド
観

　
　
一
1
…
〉
同
識
ρ
鐸
の
場
面
－
　
　
金
子
　
　
廉

　
下
総
国
飯
沼
新
田
村
の
戸
口
に
つ
い
て

　
　
－
孫
兵
衛
新
田
の
場
合
－
　
大
角
　
留
吉

　
近
世
村
落
の
縁
組
　
　
　
　
　
　
　
菊
…
池
　
万
雄

郵

　
　
ー
ー
信
州
小
県
郡
辰
の
口
村
を
例
に
1

　
城
下
町
に
お
け
る
未
解
放
蔀
落
の
「
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
田
　
彦
一

　
近
世
の
内
陸
都
市
と
交
逓
路
の
問
題

　
　
－
中
国
地
方
の
場
合
一
　
　
富
騰
　
儀
八

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
明
治
時
代
の
地
理
偏
（
寧
は
発
表
者
）

　
明
治
中
期
に
お
け
る
わ
が
国
工
業
の

地
域
的
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
入
団

闘
治
時
代
の
工
業
　
　
　
　
　
　
　
藤
森

　
i
岡
山
県
に
お
け
る

　
　
　
工
業
地
域
形
成
に
つ
い
て
一
…
・

明
治
隠
代
の
都
甫
の
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

明
治
蒔
代
の
農
業
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

明
治
時
代
の
行
政

勉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
限
孝
三
・
小
森
星
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
治

　
　
一
－
1
明
溌
初
期
の
地
方
調
度
を
中
心
に
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
戸
庄
三
・
木
村
辰
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
正
・
山
鳩
　
元

　
明
治
時
代
の
地
理
学
、
　
　
　
　
小
・
野
　
菊
雄

人
文
地
理
学
会
第
藪
圓
例
会

　
　
十
－
二
月
十
・
轟
ハ
n
口
　
（
土
）
午
後
一
難
　
「
一
十
－
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
都
大
学
教
養
部

　
既
島
の
人
文
地
理
学
的
調
査
概
報

153　（153）



－
、2

、
3
、

環
境
・
先
史
・
体
質

　
　
　
　
　
　
藤
隅
謙
二
郎
・
新
照
あ
や

　
　
　
　
　
　
西
賑
彦
一

集
落
・
民
家
・
生
活
圏

　
　
　
　
　
　
藤
岡
謙
二
郎
・
桑
原
公
徳

　
　
　
　
　
　
山
崎
　
俊
郎
・
広
田
　
修

　
　
　
　
　
　
玉
概
哲
郎

人
口
・
社
会
・
経
済

　
　
　
　
　
　
西
村
睦
男
・
浮
圏
　
典
良

　
　
　
　
　
島
田
正
彦
・
佐
々
木
高
明

考
古
学
関
係

・
£
・
テ
リ
エ
氏
講
演
会

　
九
月
一
七
日
考
古
学
研
究
室
、
地
質
学
教
室
の
主

催
で
、
パ
リ
大
学
教
授
E
・
テ
リ
エ
氏
の
「
盤
総
跡
の

磁
性
と
年
代
決
定
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
お
こ
な

い
、
地
質
学
教
室
の
掛
井
直
入
氏
が
解
説
に
あ
た
っ

た
。　

　
　
正
　
　
誤
　
　
表

　
四
四
巻
六
口
万
所
臨
獣
書
評
「
カ
・
椀
O
電
切
篇
叶
O
～
く
”

日
。
噺
。
即
巳
夢
Φ
O
o
琶
営
σ
Q
o
門
終
。
尋
錠
」
（
中

山
治
一
）
に
、
次
の
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
x
　
　
　
　
　
O

一
二
七
頁
下
段
　
本
文
二
行
目
　
書
評
を
↓
霜
詐
の

　
　
　
　
　
　
　
隊
　
　
　
　
　
　
〇

四
行
目
　
東
条
英
樹
↓
東
条
英
機
　
七
行
醤
　
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
題
に
か
か
る
↓
問
題
に
か
か
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

一
二
八
頁
上
段
二
行
目
学
位
論
文
と
な
っ
た
。

　
等
無
理
位
銀
嗣
交
と
な
っ
た
　
下
段
　
二
行
国
　
彼
の

　
　
　
　
　
x
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
生
涯
を
描
字
l
Y
彼
の
生
涯
を
描
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

一
二
九
買
上
段
　
七
行
冒
　
述
べ
た
り
↓
述
べ
た
あ

　
O

　
た
り
　
一
四
行
昌
　
政
治
的
諸
勢
力
消
長
↓
政
治

　
　
　
　
○

的
諸
勢
力
の
消
長
　
終
り
か
ら
三
行
目
　
多
く
の

　
　
　
　
x
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

ペ
ー
ジ
教
↓
多
く
の
ペ
ー
ジ
数
　
下
段
　
二
行
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
○
○

　
の
提
携
の
関
し
て
↓
の
提
携
の
問
題
に
関
し
て

　
　
　
　
　
　
x
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

五
行
臼
　
の
は
、
は
な
は
だ
し
く
↓
の
に
、
は
な

ぽ
だ
し
く
　
一
四
行
目
　
ま
っ
た
く
逸
し
ら
れ
↓

　
　
　
　
　
　
○

ま
っ
た
く
逸
し
虫
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

一
三
〇
頁
上
段
　
圃
二
行
臼
優
位
と
い
う
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
○

↓
優
位
と
い
う
こ
と
と
　
下
段
　
七
行
国
　
点
の

　
　
　
　
　
　
メ

．
ひ
と
つ
が
あ
る
。
↓
点
の
ひ
と
つ
が
あ
る
　
九
行

　
　
　
　
　
　
メ

目
な
お
本
書
が
、
↓
な
お
本
書
は
、

一
三
一
頁
上
段
　
＝
～
行
冒
　
　
「
そ
の
人
（
東
条
）

　
　
x
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

の
連
命
」
↓
「
そ
の
人
（
東
条
）
の
運
命
」
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

六
行
目
　
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
↓
刊
行
さ
れ
て
い

る　
な
お
三
七
頁
　
執
筆
者
紹
介
「
中
起
治
一
　
大

阪
大
学
教
授
」
と
あ
る
の
は
「
大
阪
市
立
大
学
教

授
」
の
誤
り
。

川
…
編
集
後
記
川
…
…

　
ま
ず
大
巾
に
発
行
の
割
目
が
お
く
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
こ
と
を
、
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
印
刷
事
情
の

悪
化
は
、
す
で
に
御
高
承
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、

一
つ
掛
け
損
ね
た
ボ
タ
ン
穴
は
何
と
や
ら
、
な
か
な

か
立
直
り
ま
せ
ん
。
三
号
迄
に
は
何
と
か
正
堂
…
の
状

態
に
し
た
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

　
本
号
に
は
、
縛
に
お
愛
し
て
、
名
誉
会
員
那
波
利

貞
先
生
に
御
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
は
八
月

に
は
七
三
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
す
が
、
近
時
ま
す
ま
す

盛
ん
な
御
活
躍
で
あ
り
ま
し
て
、
一
厨
の
御
長
寿
を

皆
様
と
と
も
に
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
な

お
、
本
誌
掲
載
の
論
交
そ
の
他
の
順
序
は
、
特
別
の

も
の
を
除
い
て
、
日
本
史
・
東
洋
史
・
西
洋
史
・
地

理
学
・
考
古
学
の
順
に
な
っ
て
居
り
、
い
わ
ゆ
る
巻

頭
論
文
制
瞭
と
つ
て
居
り
ま
せ
ん
。
先
に
、
こ
の
欄

で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
一
度
、
念
の
た
め

申
し
添
え
ま
す
。
　
（
横
山
裕
男
）

一
蛙
舩
｝
韓
」
二
朋
二
竜
照
鄭
欄
　
定
価
二
薫
円

　
史
林
（
第
四
五
巻
菱
号
）

　
　
　
　
京
都
市
搬
京
蘇
吉
田
本
町

　
　
　
　
京
郡
大
学
文
単
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
蓉
京
都
五
　
五
五
番

　
　
　
　
　
　
　
理
霊
長
　
　
宮
崎
市
定

　
　
　
　
　
　
　
編
集
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
郡
市
下
京
区
西
七
条
御
所
ノ
内
東
町
蕪
九

印
刷
所
　
中
村
印
鯛
株
式
会
社
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